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本書に掲載した地図は、国土地理院発行の電子地形図25000、電子地形図20万及び基盤地

図情報を一部加工して複製したものである。 

本書に掲載した地図を第三者が複製する場合には、国土地理院長の承認を得る必要があ

る。 

本書の著作権は、北陸電力株式会社に帰属する。著作権者である北陸電力株式会社の許諾

を得ないで、複製、転用、販売、貸与、他のホームページへの掲載等を行うことを禁止す

る。 
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